土佐日記
紀貫之
門 (かど)出 (で)
 男もすなる日記 (にき)といふ (う)ものを、女もしてみむ (ん)とて、するなり。
それの年の十二月 (しわす)の二十日 (はつか)あまり一 (ひと)日 (ひ)の日の戌 (いぬ)の刻 (とき)に、門 (かど)出 (で)す。その由 (よし)、いささかにものに書きつく。
ある人、県 (あがた)の四 (よ)年 (とせ)五年 (いつとせ)果てて、例のことどもみなし終へ (え)て、解 (げ)由 (ゆ)など取りて、住む館 (たち)より出 (い)でて、船に乗るべき所へ渡 (わた)る。かれこれ、知る知らぬ、送りす。年ごろよく比べつる人々なむ (ん)、別れがたく思ひ (い)て、日しきりに、とかくしつつ、ののしるうちに、夜更 (ふ)けぬ。[bookmark: _GoBack]－29－

 二十日 (はつかあまり)二日 (ふつか)に、和泉 (いずみ)の国までと、平らかに願 (がん)立つ。藤原 (ふじわら)のときざね、船路なれど、馬 (むま)のはなむけす。上中下 (かみなかしも)、醉 (よ)ひ飽 (あ)きて、いとあやしく、潮 (しお)海 (うみ)のほとりにて、あざれあへ (え)り。い

